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図 1 ナイチンゲールの絵葉書 




















































があったと指摘されている。ことに 1860 年 St Thomas' Hospital に開設された Nightingale 
Training School and Home for Nurses の学生たちや卒業生に宛てて、1872 年から 1890 年に





































ウィン・チャドウィック（Sir Edwin Chadwick 1800-1890）6の公衆衛生に関する報告書を読



























基づき下水道整備を訴えた。The Sanitary Condition of the Laboring Population（労働人口の健康状態、1842）の著者。 
7.ランベール=アドルフ=ジャック･ケトレーは「近代統計学の父」と称されるベルギーの統計学者、数学者、社会学者。統
計学的方法を用いた社会学を広めた。ナイチンゲールもメンバーとなった国際統計学会を創立。 









Huffam Dickens, 1812 - 1870）の『オリバー・ツィスト』（初版 1838 年）18)や『ディビッド・
コパーフィールド』（最初 1849-50 連載）19)、『クリスマス・キャロル』（1853）20)などの小説



















                                                  
8.アイルランドのジャガイモ飢饉(Irish Potato Famine, the Great Famine)。工業化が進まなかったアイルランドでは、
貧農の就職はジャガイモであったため、1845-1852 頃に発生したジャガイモの根腐り病によって人口の 20％程度が餓死また
は病死し、他の 10-20％がイングランドや同地を経由して新大陸へ移動した。 








































                                                  




































                                                  
11.Decent work(適切な訳語はないが、自由、公平、保障、人間としての尊厳が保障された条件の下でのきちんとした仕事。
世界労働機関 ILO が提唱)。 
http://www.ilo.org/public/japanese/region/asro/tokyo/downloads/dc2.pdf,(accessed 2011-08-09).  
を指摘しておきたい。 
 




























                                                  
12.Kaiserswether Diakonie.  
http://www.kaiserswerther-diakonie.de/Unsere_Arbeitsbereiche/FNK_/Start_Florence_Nightingale_Krankenhaus.htm, 
(accessed 2011-08-09). 




13.19 世紀の医療の発展のひとつに麻酔がある。現在でも用いられる笑気ガス（亜酸化窒素）の麻酔作用は 1795 年に証明さ



































                                                  
14.国連ミレニアム開発目標 UNMDGs の 8 項目中、貧困と飢餓、乳幼児死亡、妊産婦の健康、HIV/AIDS など直接的に健康に関
する事項が 4項目、初等教育、ジェンダー平等と女性の地位、環境など間接的に健康の維持促進に関するものが 3項目ある。 






























ナイチンゲールは、“I use the word nursing for want of a better.（それ以上に相応しい
言葉見当たらないので看護という言葉を使う）”と記している15。看護の定義としては、極めて
曖昧かつ非科学的にもみえるこの言葉は、1860 年に出版した 79 頁の初版の前書きにもある。
「（イギリスでは）すべての女性は誰でも、いつかは子どもであれ病弱者であれ、必ず、誰か
の看護をすることがある」から、「病気にならないように、また、病気になった時には回復す
                                                  




リーヘルスケア（Primary Health Care、以下 PHC)29)と相通じる理念と読める。 
 
PHC は、1977 年、世界保健機関（World Health Organization、以下 WHO）総会が全会一致で合
意した“Health for All by the year 2000（すべての人に西暦 2000 年までに<創造的な>健康
を、以下 HFA）”という理の実践のために、当時のソビエト連邦カザキスタン地方の首都アルマ・
アタで開催された会議で提案され、1980 年代以降の global health の基本的戦略となったもの
である。 
 
PRIMARY HEALTH CARE: 
Primary health care is essential health care based on practical, scientifically 
sound and socially acceptable methods and technology made universally accessible 
to individuals and families in the community through their full participation and 
at a cost that the community and country can afford to maintain at every stage of 



















































                                                  








チンゲールは、最初の Notes on Nursing の出版 6カ月後には、さらに詳しく加筆した 240 頁
本を、さらに 8年後には、改めてその労働者階級の家庭向き版を作成している。しかも、その
タイトルは、“Notes on Nursing for The Labouring Classes（労働者階級のための看護の覚
書）”であったことからして、衛生について広く大衆に周知する意図 31)は明白である。これら
から読み取れることは“Notes on Nursing: What it is and What it is Not”は、当時の看
護の教科書やその技術実践本として書かれたものではなく、多くの人々への健康啓発の書であ
り、今もなお地域社会の中の保健医療を考える際に、多大な示唆を与えられる根拠というべき




PHC の約 10 年後、カナダの首都オタワで開催された WHO Health Promotion 会議18 32)が開催

















                                                  
18.WHO ヘルスプロモーション（健康増進）に関するオタワ会議 1986 年。 プライマリ･ヘルス･ケア以降の世界に必要な新
しい公衆衛生運動のための会議。21 世紀の健康戦略として、「人々が自らの健康とその決定要因をコントロールし、改善す
ることができるようにするプロセス」と定義される。この会議では、健康の前提条件（Prerequisites for Health）として、
peace, shelter, education, food, income, a stable eco-system, sustainable resources, social justice, and equity
が上げられた。 http://www.who.int/healthpromotion/Milestones_Health_Promotion_05022010.pdf,  
(accessed 2011-08-09).  
 
19.健康日本 21 は新世紀の道標となる健康施策で、21 世紀の日本に住むひとりひとりの健康を実現するための新しい考え方




























に入った TIMES 紙のウィリアム・ハワード・ラッセル（William Howard Russell 1820–1907）
の報道によって、国民が戦場の実態を知ることになったが、イギリス軍の病院がフランス軍に
も劣る悲惨さであることを知った二人はほぼ同時に行動を起こしている。ナイチンゲールは、
戦場への赴任を志願し、その支援を求めるハーバート戦争大臣宛手紙を 10 月 14 日に、一方、
戦争大臣は公的任務としての戦場赴任の要請を 10 月 15 日に発出した。 
 
ナイチンゲールは、新聞記事を読むや否や、行動を起こしている。現地入りはしていないが、
























































訳ではない。夜毎、トルコランタンを持って病室をめぐるナイチンゲールが“the Lady with the 
Lamp”24とうたわれたのはこの頃のことである。 
                                                  
22.インカーマンの戦い（Battle of Inkerman）。わずか数千名のイギリス軍が数万のロシア軍攻撃を受けたが、仏軍の応援
もあって、かろうじて英仏トルコ連合軍側が勝利した。雨中の闘いで、両軍は大混乱に陥り、英仏軍は 1日で死傷者約 4,200
名、ロシア側は 8,800 名とされる。以後、ロシア軍の大攻撃はなくなった。 
23.ウーダム-スミス 「フロレンス・ナイチンゲールの生涯」第九章 p277 
24.ナイチンゲールをうたった中で有名なものは Henry Wadsworth Longfellow の"lady with the lamp." Saint Philomena is 
a patron of the sick。 
図 3 Scutariの病院へ送る傷病英兵士を山越えでBalaclavaに運ぶトルコ兵






June Shuter ：Florence Nightingale and the 
Crimean War, p15
Raintree Book, London 2004





















                                                  
















































































Search & Rescue  
探査･救出救助
急性期






Preparedness                 
防災計画
Training                 
訓練
前兆期
Early warning                 
警告
図 8 災害サイクル 著者作成
表 1 クリミア戦争時の3国陸軍病院の負傷と感染率
1854–1856.
Gill C J , Gill G C Clin Infect Dis. 2005;40:1799-1805
Casualty rates for the 3 major armies in Crimean War, 1854-1856 から作成










































大学公衆衛生学の感染症対策を専門とする Christopher Gill らの論文 Nightingale in 
Scutari: Her Legacy Reexamined35)がある。 
 







るように、1855 年 1 月から 3
月における死者は、入院






よる死亡者はわずか 167 名で死亡率は 2％に激減しており、ナイチンゲールの指導下に、発熱

















Gill C J , Gill G C Clin Infect Dis. 2005;40:1799-1805
Data on admissions and deaths for British soldiers
at Barracks, General, and Koulali hospitals (Scutari, Turkey) 
from January through March 1855
１８５５ 入院兵士数 死亡兵士数（%）
1～3月 10,283 3,354（33）
4～6月 5,544 342（ 6）










ても、比較的新しく出版された Mark Bostridge のナイチンゲール伝記“Florence Nightingale, 
The Woman and Her Legend”5)に次のように述べられている。すなわち、ナイチンゲールが賛
成しなかったのは、当時、接触すれば簡単にどんな病気でも感染するという未熟な











図 9 は、2008 年の OECD 諸国の対 GDP 医療費の割合を示している。 
最も比率が高いのはアメリカで 16.0%と突出している。OECD に属する 31 カ国の平均は 9.0％、
わが国は GDP の 8.1%が医療費に充てられていることが判る。これは OECD 諸国中下から 10
番目にあることになる。   
 
また、図 10 は国民一人当たりの 2008 年度に使用した実際の医療費を示している。 
 
 






 図 10 １人当たり保健医療費 US$ 2008




最高はアメリカで 7,538 米ドル、OECD 諸国の平均は 3,080 米ドル、わが国は 2,729 米ドルで下




図 9 GDPに占める保健医療費の割合（％） 2008
Source: OECD Health Data2010
日本
8.1%











































UN. World Population 




















































Nightingale School and Home for Nurses in London）を聖トマス病院の中に設立しているが、
実際に教鞭をとっていない。しかし、翌年、リバプールにおける地域看護の制度の制定に関与
したり、看護抜きの医学校には批判的ながら、1874 年のブラックウェルによる“The London 












Thomas’ Hospital）29がロンドンブリッジから現在の場所（テムズ川沿い Westminster Bridge 
Road）に移転した際、自分の名前を冠し、病院での看護を行う専門職にして貧困者を助ける看
護師の養成教育を行う、世界初の正規看護教育施設の開設に同意した。この学校は、その後、





























                                                  
29.St. Thomas 病院の歴史は 1170 年にさかのぼる。ヘンリーII の大法官であったカンタベリー大司教トマス・ベケット
（Thomas Becket）は、教会の立場をめぐる対立から、王の騎士によって大聖堂内で暗殺された。後に殉教者となったベケ
ットの名が、施設内施療院を管理する修道士たちによって、病院名とされた。現在は、Guy’s & St Thomas’s NHS 
Foundation Trust の基幹施設で King’s College の実習機関。隣接してナイチンゲール博物館がある。 





































最後に、ナイチンゲールの没後 100 年を期して、生まれた The Florence Nightingale 
Declaration Campaign31を概観する。 
本機構は、世界の看護のリーダーシップを目指して、”the Nightingale Initiative for Global 
Health （NIGH）”とし、二つの国連の決定と関連して設置されたもので、一つは没後 100 年
を期しての the International Year of the Nurse–2010（the centennial of Nightingale's 
death）であり、他は生誕 200 年を期しての the UN Decade for a Healthy World–2011 to 2020 


























                                                  
31.http://www.nightingaledeclaration.net/  http://nightingaledeclaration.net/about-nigh/128,  
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